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ζの図幅は北海道開発庁の委託によって作成されたもので，野外調査はi昭和30年9月，

10月と， 31年6月から 10月にわたり，延 190日間にわたって行われた。植村武元技官は

昭和 30年度に常室南東部の調査を行った。なお，活平附近の白霊系については地質調査

所吉田尚技官の資料を参考にした。

特lζJ:H田地域内の調査については札幌通商産業局石炭部ならびに雄5J1j炭砿鉄道株式会社

によって空中写真から図化された 1万分の 1地形図を利用した。

なお動物化石の鑑定には北海道大学理学部魚住倍 ・藤江力の両氏，地質調査所水野篤行

技官をわずらわした。また室内作業では地質調査所北海道支所の稲田武技官が石炭分析を

J且当 した。

北海道大学理学部棚井敏~it助教授，札幌通商産業局石炭部積地武男技官，北海道地下資

源調査i9r三谷勝利技師，北i毎道学芸大学説1[路分校岡崎由夫助教授、日鉄鉱業株式会社加藤

増太郎氏ならびに日本炭砿株式会社岡部実技師からそれぞれ助言と批判を戴いた。

I 地形必よび交通

I.1地形

との図r!rli¥地域内の地形は.その構成岩石の硬軟の度合によって，大きく東 ・西の 2地域

iζ分けられる。

東部は標高 250mから 500m 1("北東方向に高さを増して，起1人l乙富んだ地貌を呈する地

域である。白霊系および古第三系が分布し，硬質の砂i深岩および泥岩から構成されている。

西部は標高250mから 50m1ζ，南西方に高さを減じ， なだらかな丘陵性地貌を呈する

於 名古屋大学地球科学教室。
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地域である。新第三系および第四系が分布し，構成岩石は一般に軟弱である。

7.K系の最大のものは中央東寄りの浦l院川で，瀬多来 ・留真および常室の3交流の水を集

め北から南へ蛇行して流れている。

北西部を流れる十弗川は北北東一一南南西IC流路をとるが，その支流は概して山系に直

交する東西性の谷を形成している。また南西隅lζは利別川が北北西一一南南東に流れ，顕

著な河岸段丘を形成している。河岸段丘はこのほか浦幌川 ・十弗川にも数段認められる。

I.2交通

南西|偶を流れる利別川沿いに根室本線が通じ，十日B(とおふつ)，択がある。同線が乙の

図l隔の一部を通過するだけで，その他には鉄道は全く通じていない。

主要道路は浦l幌川沿いに走り本別に至るものと，常室から分岐して|日浦腕炭鉱に至るも

のと，西部の 卜弗川l乙沿って池田から東台を経て勇足lこ通ずる 3幹線で，いずれも定期パ

スの運行がある。このほか車馬を通ずるものには浦幌から幾千世を経て 1-!fIW:至るもの

と，留真から瀬多来lζ至る線がある。戦前改修された瀬多元そから池田iこ通ずる池田)盛山道

は全く荒廃し，やっと人馬を通す程度である。

近11寺溜真川沿いに造材輸送道路が新設されているが，炭田開発上からもその促進がJl1)待

される。

I1地質

11. 1 概 説

乙の図幅地域内lζ分布する地層は白翠系，古第三系の浦幌 ・音別層群， 新第三系の幾千

世 ・東台!習i洋および第四系の段丘堆積層と沖積層とである。(第1表〕
かつひら

白窪系は下位から活平および常室累層l乙分けられる。活平累層は暗灰色の泥岩からなる

単調な岩相の地層で，i舌平附近ではかなり化石を産出する。常室累屑は暗灰色泥岩と青灰

色砂岩とを主とし一部機岩を扶有するが，一般に岩相の側方変化がいちじる しい。

との図幅内の白霊系は3地械に分布し，いずれもドームないしそれに準ずる構造を形成

している。前者には北西端の浦幌背斜，中央部の常室背斜があり，後者には中央北部のi舌

平半ドームにつながる南北方向の露出地域がある。

これら白霊系を不整合lこ絞って含炭層を含む浦l慌層鮮が発達している。 i甫幌屑f，fは ζの

図幅内の東と|土部l乙分布するが，それは釧路炭田の西限にあたる。浦幌層鮮は炭田の中心部

の岩j自に比較して， 全般的lζ砂1深質，薄層化の周辺相となり，次第に南東方向 ICi専失す
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菅原j図傾陪序表(棚升敏!l1li1956) 

第JE!|141 戸間
!洪1 1段 ー丘ヰ上戸 f色

紀!:!Il
i市i 成層

用

、、1
1
1
1
1
1
1
11
1

l-lilt[ 

る。民間中央から東部にわたる浦l院層鮮と比較すれば，本地i攻では東部の別{呆府l乙相当す

るものは見当らない。また春採胞については留真累層の基底の一部に発達する一号沢爽炭

J~iIß ， それに対比されると思われる 。 天寧 ・ 雄別 ・ 舌辛および尺別腐は一般に炭田中央部

!こ比べて屑厚を減ずるが，各々その持d肢を失っていない。

iii別居鮮は浦幌層鮮を不整合lζ蔽い，その分布は前記白霊系ドームをとりまいて外縁部
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lζ広がっている 。 本層群は下位から茶路および縫別の 2 累層 l己分けられるが， 茶rtí~f~胞の

中部には安山岩質の集塊岩 ・角磯質凝灰岩からなる留真川集塊岩層が発達する。乙れは留

真向斜からヤリ沢向斜にわたる地域と，常室背斜東翼地域とに分布している。本屑鮮は全

層を通じ海楼動物化石を産し，特lζ下部ほど冨盤であって，石狩炭田における幌内屑滑に

対比できる。

幾千世層11平は古第三系を常室背斜東wでは平行不整合lζ，西奨ではかなり斜交不盤合に
それぞれ蔽い， 図幅南西部iζ広く分布している。下位から直別 ・幾千世および十弗の3累

詰J)

庖|ζ分けられ，棚井の厚内層群にほぼ相当する。直別屑では集塊岩 ・凝灰質砂岩およひ‘い

わゆる硬質頁岩層が発達し，幾千世屈では凝灰質1ft泥岩が砂岩と互腐をな し，十卯厄は角

磯質凝灰岩を基底とし，砂岩を挟む砂質1珍泥岩層からなる。全庖を通じ軽石粒を合む凝灰

質岩Iζ富むほか，海楼動物化石，Maluyama (いわゆる Sagarites)および有孔虫を多数産

する。

東台層群は前記各層群をいずれも不整合lζ被い，[玄[1憶の中央北部から南西部にわたって

分布している。本層群は下位から瀬多71ミおよび言|根別の2累、周l己分けられる。瀬多米牙;屈

はi[i.主石質凝灰岩 ・角機質凝灰岩 ・1保岩・砂岩およびj尼質岩からなり，局部的lこ貧弱な褐炭

を挟有する。

活平附近では基底から 20~25m 上位の砂質!珠岩から ， 湯の沢ドームでは核心部の砂岩

から，それぞれ FOl'titectenta!zahashiを産する。計根別累厨はその分布地域の東部では，

爽褐炭層，上部は海棲貝化石を含む千1f青灰白色の凝灰質砂機岩層が発達するが，西部で

は，下部は褐炭を含む凝灰質砂岩 ・泥岩の互屑，中部は砂岩・泥岩および凝灰岩の互胞で

褐炭lζ乏しく，上部は泥岩l乙富む砂岩との互屈で褐炭を挟有し海成層を含まない。

計，'El.別累層はいわゆる池田庖に相当するもので，下位の瀬多来累屑(従来の本別j冨〉と
お2)

は不整合関係にあると考えられてきたものである。しかし，この図幅地域内の資料では，

あとで述べるように両者の関係は一連の堆積と見られることから，とれらをまとめて東台

層瀞と呼ぶことにしたものである。

第四系は高位 ・低伎の段丘堆積層および沖積層である。高位段丘:I]t積層はとの図l隔地域

のやや高い平J旦面lの上iζ断片的に，低位段丘堆積層は主要河川の流域lζそって河岸段丘の

様相をもってそれぞれ発達している。

註1) 音Blj図開。

註ヨ〉 佐々保雄 ・橋本亘などの考え方である。
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との図幅地域内の地質構造は， 2つに大別され，東部では波状摺曲を伴うドーム構造の

版行する比較的複雑な構造を，西部では緩い，細かい液状摺曲を呈する比較的単純な構造

をそれぞれ示している。

IT.2 白墨系

この図!隔地域の白歪系は第三系の基盤岩をなし，両者は緩傾斜の不整合関係にある。こ

の図l幅内においては中央から東部にかけて， 3つの地域に分れて露出している。いずれも

ドームないしそれに準ずる構造をつくっている。前者には北西部の浦幌背斜，中央部の常

室背斜があり，後者には中央北部の活平半ドームにつながる南北の露出地域があたるが，

乙れら 3者の関係はあまり明瞭で=ない。

白霊系は下位から活平累層および常室累屑lζ分けられる。活平累庖は日音灰色の泌岩から

なり，活平附近からかなり化石を産する。常室累屑は暗灰色泥岩 ・育灰色砂岩を主とし，

一部隊岩を挟有するが，一般に岩相はいちじるしく側方lζ変化する。全j召j享は 1，800m 以

上と推定される。
註:~)

木地域の白霊系を釧路厚岸附近のものに強いて岩相から対比すれば，活平累胞は1 1 111官\~止

泥岩層K.，常'室累屑は汐見砂岩礁岩層より上位のものにあたると推定される。

したがって時代的には上部白望系に属する根室屑群の厚岸累腐~昆布森累胞にあたるも

のと考えられる。

II.2.1 活平累層

模式地: 浦幌町活平附近

本属は軟質の日音灰色泥岩からなる単調な岩相の地層である。との泥岩は一般に砂質を'nf

びることが多く，黒色の斑点を含み，風化すれば玉葱状構造を呈し，また破砕して小角片

状となる。まれに厚さ数cm-数10cmの緑色凝灰質で粗患な砂岩を挟む。また石灰質団

球を多く含み，一定の屑準lζ配列していることがあり，まれにその中に化石を含む。

活平半ドーム附近に分布する本来層の下部では帯青灰色の細~中粒砂岩が泥岩と互層

し，時には縞状を呈するほか，厚さ 1-2mの細粒磯岩層を 1-2庖挟有する。 I削ζは赤ま

たは緑白色のチャート・輝緑凝灰岩が最も多く，黒色粘板岩がこれらに次ぎ，陥灰色の泥

質砂岩lζ勝結されている。この際岩腐はその上下層とはっきりした境をもたないので連続

性に乏しいようである。

本腐は活平半ドームにつながる南北の既出地域と市室背斜の核心部とに分布し，その厚

註3〉 吉田尚によ右。
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さは下限不明であるが， 600m以上と推定される。

化石は活平附近の浦l幌川河床および東部山地に比較的多産し，次のものを採取した。

Terebratulina sp. 

Inoceramus sp. 

Acila hokkaidoensis NAGAO 

Nucula sp. 

Pecten (Propeamusium) cowperi WARING var. yubarense YABE and NAGAO 

Pseudoga!eodea sp. 

Coral 

11. 2. 2 者室累周

模式地: 浦幌町常室一一留真間の東部山地

本尼jは活平累腐の上位Iζ砂岩優勢の砂岩 ・泥岩1反状互屈をもって整合l乙重なるもので，

北東部の浦1[1見背斜，中央北部の活平半ドームを中心とする南北のo;出地域および南部の常

室背斜の地域に分れて分布している。

本周はIJ古灰色泥岩 ・青灰色砂岩を主とし，一部機岩を挟有するが，一般に岩相の側方変

イじがいちじるしい。

本屈は岩相からi甫1[1児背斜地域においては，下位から砂岩泥岩層および泥岩層の2層l乙，

常室背斜地域においては， Tl~T3 の 3 層 lζ分帯される。 ζ の両者を対比すれば Tl~T2 が

砂岩泥岩j霞1C，もが泥岩層にそれぞれあたる。

また活平半ドームを中心とする係出地域では

活平累腐の上位にくる砂岩泥岩屈が T，~も に

あたる O

11: 音灰色の頁岩~泥岩を扶む緑灰色，青

灰色，灰白色の砂岩で，中~細粒のものが多く，

一部籾粧のものもある。砂岩は~して T2 のも

のに近似しているが，泥岩は風化すると細片~.犬

lζ砕け， 11寺iζ泥灰質団球を含み，また玉葱状構

造の発達する乙とがある。

周厚は 600m内外である。

T2 砂岩と泥質岩の厚蒋不規則な互屈で，
図版 1 留真川下流附近の T3の露出
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11寺lζ細際質部を含み，石炭の?専属(数cm)，植物II，主片を伴う。砂岩は往々板状を呈し，有色

鉱物を多く含むことがある。中~粗粒のものが多く，全般的l乙偽層，暗灰色泥岩の斑点，

方解石細脈などがしばしば見られる。含有化石はまれであるが，Propeamusium sp.， Acila 

sp. を産する。磯岩は 1~5m の厚さを有し，角岩，粘板岩，花樹岩類の円「燦からなる 。 こ

のl凍岩は Tzの基底Il.発達するが，常室背斜全地域には追跡できない。

T2 の庖!享は 400~500 mである。

i舌平地域の常室累層からは Cardiumsp.， Acila hoklwidoensis NAGAO， Tessarolax cfr. 

r・ 5

同 l二1
一『¥J !こ l

lE:2j様走
亡三ヨ粗粧砂岩
仁二コ細粒砂岩
E三ヨる品質頁岩
~ヨ}lè 岩
ω 作化 石
『ーー下整合

300"， 

200 

c c> 

第 1図 常室背斜における '~i~室累屈と浦幌陪l洋基底部との関係



8 

acutimarginatus NAGAO を採取している。

T3: Tzの上位lζ 重なる泥岩lζ 富む層である。泥灰質団球を含む暗灰色砂質頁岩ない

し無層理の砂質泥岩および暗灰色泥岩を主とし，まれに微粒砂岩の薄層を挟む。風化すれ

ば灰色~暗灰色の小角片K.破砕しやすい。層厚は 0-400m1乙変化する。([玄[)仮1)

きわめてまれに Propeamus山 m sp.，魚鱗を産する。
fi1:~) 

T)-T3の分帯は便宜的に扱ったもので，その境界は重要な怠味をもつものでない。

留真累層基底との境界は，局部的には漸移的l乙見える ζ とが多いが，広い分布状態から

みると，常室累層と浦幌層r.平とは走向K.数度の差があり，微傾斜不整合である。第 1[宝lは

両者の関係を示すものである。

11. 3 古第三系

この図幅地域に分布する古第三系は浦幌 ・音別の2屑r.宇である。浦幌庖1洋は釧路炭匠lの

含炭層群で瀕海~浅i海成腐を主とし，炭層を挟有する淡水~半淡水成腐を従としている。

音別層群は東から西に向かって斜交不整合をもって浦l幌層群を被覆し，ほとんど海成j留か

らなっている。浦幌層群の植物化石は石狩層群の羊歯化石植物鮮に近縁とされ，音別層群

の動物化石群は幌内層群と多くの共通種をもっている。第2表はこの図!臨調査による採取

動物化石を示すものである。

11. 3.1 浦幌層群
1) 2) ~) '1) 

浦幌層群は， 古くは “下部第三紀層"として扱われ，その後 “浦幌統"または浦幌層群
G)り 9)10) 
と呼ばれている。

ヱド層群は炭田の中核部lと比較して下に示すように西に向うほどi'ii'層化し，岩相も全般的

』ζ組粒堆積物の発達を見ることが特徴で，炭田商縁部の周辺相である(第6[玄[)。

(西〕←→(東)

(北〉 "習~向車、↓
ふ

西 爽 東爽

300m 400111 

450111 500m 

ヤリ f尺向斜

(南〉 西爽 東爽

200111 50m 

O ? 

j甫I院背品、↓

士 650m

常室背斜

西翼来翼

50m 450m 

? 300 m 

設の T)は活平泉周の上位に当るとも考えられる。
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本庖，jtfは，岩質および庖相によって，下位から留真 .tif別 ・舌辛および尺別の 4累胞に

分ける乙とができる。

11. 3. 1. 1 留呉累層
註5)

本5R層は棚井の音別図i隔における留真累胞に全く同じである。浦幌町留呉川沿岸の崖お

よび常室 ・留真間の東部山地の崖によく孫出している。

本累屑は乙の図幌地域における第三系の最下佼の地層で，下位の白霊系とは微傾斜不整

合をもって談している(第 1図〕。

本累周は古第三系のいわゆる基底際岩層にあたるもので，到11路炭田中心地域から，それ

以東に分布する別保 ・春採 ・天寧の3累層を合わせたものに相当する。

との図幅地域内lζは，岩相から様式地における別保および存採屑lζ対比される地層は認

められない。ただ留真川支流一号沢附i互において，その基底部lζ数 10mの爽炭層の発達
註G)

を見るととから，本累層を2つに分けて，一号沢爽炭層および留真1燦岩層とした。乙の場

合，上位の留真際岩層はほぼいわゆる“天寧庭;"に当るものとみなされる(第6図)。

II. 3. 1. 1. 1 一号沢爽炭層

本暦は前述のように留真J11交流一号沢附近にのみ発達する。本層の厚さは最大30mで，

上下部は砂岩に富み，中部の砂泥岩部lζ炭層を 1周挟有している。砂岩は淡灰色~灰色な

中粒砂岩である。上位は次第に際貿となり留真!策岩層iζ拶イじする。首位泥岩は灰色~陥灰色

を呈し，一部は無届理，縮緬状の風化面を有する。炭層は 1屑で，rlr丈117cm，炭丈60
註u ~註0)

cm程度で，そのと下盤lζ灰白色~黄白色を呈するilcz質の粘土化した凝灰岩を扶有する。

そのj享さは上盤のもの 32cm，下挫のもの 50cm内外である。

第2図は一号沢爽炭層の地質桂状図および炭層柱図を示したものである。

J1. 3. 1. 1. 2 留真際岩層

本暦は 250-350mのj享さを有し，その大半はl深岩からなり，わずかに務泥岩や砂岩の

蒋層を挟有するにすぎない。ヤ リ沢向斜地域の両翼では削制されて薄失し，上位の音別居

註5) 自iI出。

ii1G) 音別図柄によると常室川上流において留真3í\~基底部に近く春採用を思わせるような淡灰~灰色の砂岩間があ

弘前炭胞を含むが連続性に乏しいと却告されている。

註り 昭和の初J~r留其炭鉱としてt:f掘されたことがある。

泡'8) 河合正虎によると釧路炭田東部の春採爽炭閉の最も発達する地域における春採本隠は，その上下盤にl及i盟性の

灰白色~白色のそγモリロナイト質泥岩(白盤ともいわれる〉を伴う。

討の 鈴木泰柿によると庶路炭鉱の春採下庖には淡灰白色ー灰白色の石1s粗商岩質の凝灰質粘土岩を含む。
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一号沢爽炭層地質柱状図と炭柱l習第2図

1l半1C 11伝われている 。 また常室背斜東~地域においては南方に向かって， 200m 以下iζ薄化

し，酋爽一地l或では断層のため判然としないが，露出する限りでは 50m程度である。

f傑岩の礁はさ葬大~卯大のものが多く，人頭大のものもかなり見られ，亜角礁~円I球状を

呈している。礁は赤色珪岩が最も多く ，黒色料i1反岩 ・灰色砂宕が乙れに次ぎ，白色珪岩 ・

向i緑凝灰岩 ・扮岩なども合まれている。色調は一般に雑色であるが，河床や滝を形成する

場合，赤色珪岩が1[;:も鮮かにnnfζうつる。

本問中には 30~200cmの厚さの砂岩や扱泥岩が挟有され，その色は暗緑色，u音赤茶色

Ii相ζは紫赤色を呈し，すこぶる特徴的であるが3 あまり鎚胞にはならない。

次lζ本居中に観察された Wash-outの状態について述べる。位置は浦幌川本流弁慶沢口

から数 100m 下流の東岸 fC見られる 。 15fr 3 図および図版 2 で示す通り ， 本尼iの泥1~-岩 ・ 砂

賢一岩の不規則l乙削られたあとを，自身の磁岩が充填したものである。

また本居中部には炭質頁岩屈が扶在し，植物化石を{半うが，その発達は炭田東部によ七べ

て概していちじるしくない。

旅別累腐

本FA層は ζの|玄l幅地域lとおげる最も経済的に重要な合炭層で，下位の留真野:層から許可移

JI.3.1.2 
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第3図 留真泉居中の Wash-out見取図

alv: irlJ積砂
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図版 2
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している。両者の境は不明瞭であるが，乙乙では下位の繰岩が減少し，砂岩および溌泥岩

に富む部分の中lζ炭屈を挟有しはじめる所をJ-j2とする。本累腐はir¥i幌背斜の東翼地域から

常室背斜の東災地域Kかけて，また留真向斜地域からヤリ沢向斜j!JjJ誠にわたって分布する。

本来層の!享さはj甫 1[1児背斜地域において肢も厚く ， 常室背i\'f東翼地域の南部Iこ向かい 50~

110 m 以下に部化する 。 また留夫向斜地域では 40~60m，ヤリ沢向斜地域では 20m 以下

となる 。 岩質はjlti尼岩 ・ 砂岩を主とし， 一部l乙機岩および凝灰岩を交え， 数腐の炭周をt~

有する。留真向斜地域においては，下部は砂岩 ・渉j尼岩の互層で薄い炭層 ・炭質頁岩厨を
註10)

扶み，中部は主としてjg~i}t岩からなり 3 番腐を挟む。 3 番)~はこの爽炭層中の主要炭層

で下盤iEベントナイト質の白色凝灰岩j習を伴っている。上部は汲泥岩に富み，所により

Corbiculaを散含する(第4悶〉。

浦11兜背斜東翼地域はかつてiitII幌炭鉱として採掘された地域であって，本累層は中部と上

部にそれぞれ 1 ~，行炭屈を挟んでいる 。 との地l或の本累庖の下部は砂岩と珍泥岩との互層

宮
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ヴ
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40 

:lif別累問地質柱状図

註10) 留真向斜地峡内に発達する最もl事い炭府である。下般のベント十イト質白色凝灰岩は棚井敏雅によると角肉

右両姉石安山岩質とされる。

第4図
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z 

図版 33番府中の白盤
註1J)

渉担E岩の互j函で，凝灰岩を挟む炭層が挟在する。浦幌炭砿ではこの炭層を竹浦層と呼んで

いる。上部はやや襟泥岩の優勢な訟泥岩 ・砂岩(一郎磯岩)の互屑で Corbiculaを含むと
諮12)

とが特徴的である。また本城における稼行炭層であるオナップ屑および 1-2の炭質頁岩

層を挟有するの

II. 3. 1. 3 舌辛累屑

本;+;屑は下位の雄別累履から漸移する滅!海~浅海成のJ在積層である。この図幅内におい

ては雌別累j函最上部の官民j尼岩層の上部K粗弦な中~粗紘砂岩 (!I守l乙fd佐賀)の始まると乙ろ

をもって，その境界としている。本累屑は常室川上流の各交流，留真川流域および留真部

お11) 雄別本局に対比される可能性がある。

註12) 尺illJE見鉱の 1~ 尺周に対比される。
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落の北西山地に分布している。層厚は浦l院背斜地域から常室背斜東翼.地域の南方l乙向かつ

て120-80mI乙減ずるが，留真向斜地域内では 80-130mの厚さを有する。

本累層は炭田東部Iこ比べて一般に際貿岩l乙富み，特lζ常室背斜地域の南端，留真向斜地

域内では細分は困難である。i甫幌背公lおよび常室背余l東奨地域では，しいて細分すれば上・

中・下l乙3分できないことはない。

下部は主として中~粗粒砂岩からなり，T!旅岩をかなり交える。砂涯は帯青灰色~灰色を

呈し，塊1犬で層理に乏しい。Ost向。 の密集帯が数千持認められる。

中部は診泥岩・砂岩の互層で，海楼貝化石をかなり含み，ひん繁l乙礁岩を挟有する。

上部は中粒砂岩を主とし磯岩をひん繁 l乙挟

み， 0音灰色湯泥岩を一部交える。砂岩は帯青灰

色で層理に之しく堅硬な団塊を含む。

全般的lこ本地域の舌辛累層は極めて粗粒の堆

積物からなり，留真累層と類似する磯岩層をひ

ん繁l乙挟有し，模式地の層相とはかなり趣を異

にしている。

図版4は留真川5号沢流域lζ露出する舌辛累

層の上部の磯岩層を示す。

II. 3.1. 4 尺、別累層

本累層は浦l幌層帯の最上位の地層であり，淡
図版 4

水~半淡水成f在F劃習で炭層を挟有している。図l幅地域内においては.浦I幌背斜東liZ地J1!Xか

ら常室背斜地域にかけてと，留真向斜地域からヤリ沢向斜地域にわたって分布するが，そ
註13)

れぞれ層厚を異にする。すなわち前者では 50-30mと南方に向かってやや蒋くなるが，
註l'l)

南端の背斜頂部地域では 50m以上になる。後者では 10-25mと商に向かって逆l乙厚さ

を増し，ヤリ沢向斜地域では南西に向かって薄失するに至る(第5図)。

本累層は砂質岩を主とし、泥質岩を従とする互屑からなり，全屑を通じひん3与をにl深岩を挟

む。

炭層または炭質頁岩を数層挟有し，常室背斜地域では上位の炭層附近に泉主'旬を含む泥

註13) 尺別累隠は浦幌層群中最も間際の変化に宮み，模式地である尺別ドームより東方の茶路川下流域において設も

発達し.その層厚は 2GO-290mに及んでいる。

註14) 留l4向斜地域の北部〈本別図幅〉では尺別累周をほとんど欠く所がある。
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質、砂岩が発達する。構成岩石は下位の各累腐の岩石l乙比べて一般に軟弱なため銘出K.之し

1，>。

本累屑の砂岩は青灰色~灰白色を呈し，アノレコーズ質で軟質 ・粗援である。渉泥岩は灰

色~暗灰色を呈し， io!i密であるが，やや軟質で，炭質物を扶み，細かい縞状を呈する。本

累腐の上部および下部の礁岩の中には流紋岩質の白色1換を多数含み，いわゆる “1嶋糞際岩"

p::当るものが発達するため，下位の留真累層および舌半累屑の礁岩とは明瞭に区別すると

とができる。

炭層は一般は層厚 ・炭質ともに側方に変化し，かっ雄別累腐のものに比べて劣質なため

浦
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尺別泉層地質柱状図第5図

音 別層群11. 3. 2 

I~Y.別j習鮮は上記の浦幌層群を浦幌背斜東3聖地域から常室背斜東興地域にかけては，微傾

84不主主合をもって蔽うが，留真向斜地域から西南方のヤリ沢向斜地域および常室背斜西$it

地岐においては，それぞれ東から商に向かって傾斜不整合関係をもっている。

本属~l平は一部火山岩質物を含むが， 全般的には海楼貝化石および有孔虫を多産する海成

層で，それらは石狩炭田のl院内化石動物訴に近似し，またその岩質からもl院内賠滑に対比

される(第9図〕。

本層群はその岩質と層相とによって下位から茶路 ・縫別の2累層l己分けられる。

茶路累属11. 3. 2.1 

本累屈は図l隔地域内の東半部に比較的広く分布する海成庖で，下位の浦l幌層il-t最上位の

jて別累屑とは微傾主ュト 斜交不整合の関係にある。金屑厚は300-500m におよび，月号H、目な
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らびに岩質によって下位から大曲砂岩層 ・留真川集塊岩層および茶路i珍泥岩層の3つに分

けられる。留真川集塊岩層は浦幌背主;f東翼地域および常室背斜南部で薄失する以外は全地

域iζ追跡できる。茶ß~累層の定義については音別図幅lζ従った。

1I. 3. 2. 1. 1 大曲砂岩層

本腐は上記のように尺別累屑と不整合の関係を示し，特lζ留真向斜北部では，直接留真

累屑に接している(第9図)。

本腐は 50~150m の厚さを有し，全層を通じ微細~絢粒砂岩l乙富むが，上位lζ向かって

次第に泥í"!tとなる。本屑の上限は留真川集塊岩の下底とするため，茶路訪5泥岩K~告似の泥

質岩がかなり包含される。

lI'J;岩は一般に微細粒~細粒で，淡青灰色~淡緑灰色を呈し，軟質 ・粗慈で塊状をなす乙

とが多い。泥質岩は日音灰色な層理にとぼしい砂質拶泥岩~務泥岩で，1侍l乙玉葱状iζ風化し，

上位の茶陥砂泥岩lζ酷似する。しばしば紋密，堅硬な石灰質砂岩層の レシズまたは団塊を

含んでいる。本腐の基底部Kは紡ITil襲岩または緑色の際質砂岩が発達する場合がある。留真

向斜地域の基底部には，角岩の前日『擦を散合する厚さ 1~2 cm の薄い緑灰色砂岩あるいは細

礁周があって，その上位lζ竪硬な緑色の細粒砂岩がのることなどが多い。

主席7図は留真川5号沢北校沢における本暦の基底部と尺別累屑との関係を示す見取図で

ある。

fs: 布緑灰色扱状組I~中粒砂岩l
;大曲砂岩層

Pb:黒色角岩磯 j 

C:縞炭 l 

tf:白色凝灰岩 }尺別累層

Silt:灰白色iJf:泥岩j

第7図 留真川 5号沢附近における尺別累屑と大曲砂岩層との関係見取図

本;屑の基底部附近の砂岩は， 11寺として塊状を呈し，その風化面には赤褐色と緑灰色に汚

染された岩肌が交錯して，特徴のある様相を呈する。

本層は上下を通じ海楼貝化石を多産するほか，玄能石も比較的豊富1乙産する。

11. 3. 2. 1. 2 留真川集塊岩層

J侠式地: 浦幌町留真川中流域の崖

本j留は大曲砂岩層を整合lζ被夜するもので，留真r1];f.'i両翼，ヤリ沢向斜および常室背斜
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東翼の諸地域lζ分布している。

本層は3iE路累屑堆積中における基性安山岩からなる火山活動の堆積層であって， I噴出岩
註liij

の小岩体としてJ及われてきた従来の輝石安山岩質岩類も含むものである(第9図)。

本層は安山岩質集塊岩 ・角線質凝灰岩 ・安山岩壁i熔岩 ・砂宕および機岩からなり，I時に

は茶路累屑1L酷i以する暗灰色渉泥岩を挟むζ とがある。

野外では特iζ暗緑色，徹密塊1犬の角l策凝灰岩と灰白色の安山岩質集塊岩層がいちじるし

く目立ち，比較的堅硬で，風化1L耐えるため，急峻な地形を作る場合が多い。

本岩は角閃石紫蘇輝石安山岩質で，鋭下では階灰色の紋密な石基lこ有色鉱物と斜長石の

斑品が見られる。有色鉱物は角閃石，紫蘇尚i石からなり緑泥石化しているものが多い。斜

長石は半lヨ形を呈し，しばしば双品をなしている。

本属の厚さは不同で， 留真情j斜東翼地域においては 40~70m，西奨地I或では 20~40m，

常室背斜東~~地j或では 30 m 内外であるが， '{官室背斜東翼地域の北部から浦幌背余|東~~地

域にかけては全く消火する。本周の上下，特lζ上部lζは緑色の海緑石砂岩層がひん繁lζ発

達している。

第8図 (a)，(b)および図版5(a)， (b)は留呉川中流域附j庄の本屑の露出を示したもの

第B図(a) 留其川中流域の留~I 第B図(b) 留其川オタコブシ沢

川集見岩j毘の見取図 附近の留其川集塊岩層

ag:留真川集t鬼岩層 の見取図

1111:泥灰岩間見1. .. _... _ ag:留;;;r川集塊岩層
t 大曲砂岩層

st:砂質後泥岩J--.-. .-.-..-. st:茶路n片泥岩層

注目〕 釧路炭田誌
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図版 5(a) 図版5(b) 

である。

II. 3. 2.1. 3 茶路務泥岩層

本厄『は下位の留真川集塊岩層からj析移;するが，北部の浦幌背余|域地では直接大曲砂岩屑

からj析J多する。

本j習は浦幌背斜東奨，常室背斜，留真向余iおよびヤリ沢向余lの各地域にわたって広く分

布する。木屑の屑厚は東部地域で 400~450m，留真向斜地域でやや薄く 300~350m ，ヤ

リ沢向斜地域では西に向かって 200~Om と薄クとする。全層ほとんど無層理，塊状， 暗灰色

~灰色を呈する渉泥岩からなり，砂岩の薄屈を多少挟むほか，多くの石灰質団球 ・玄能石・

泥?さなどを含んでいる。留真向斜西奨地域の本屈の下部には， 1~2m の海緑石砂岩胞が見
註1(;)

ら れる。また浦!幌背字、l東翼地域の本廊下部にも顕著な 2~5 m の海緑石砂岩層がかなり連

続して追跡できる。

本J留の中部および上部も同様な塊状の診泥岩からなるが，下部lζ比べて堅硬でややり月色

となり， 灰白色~灰色を祁;び，胞理も|児かとなる。

i珍泥岩は，風化するとしばしば玉葱状構造を呈し， 茶褐色~赫褐色K.汚染し，また灰色

~灰白色の細小片に倣砕しゃい。しばしば屑理にほぼ平行に配列する泥灰岩団球を伴う。

団J求の大き さは径 2~80 cm で，概して小形球状のものが下部に多く，大形のものは上部

[乙多い。砂岩は多く;H子育灰色を呈する細~中粒のもので， 11寺に粗粒となるが，一般に大曲

砂岩層のものに近似している。

訟1(;) この海緑石砂岩隈は音別閣制全j戒に追跡できると報告されている。
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留真川中流域の留真向斜両翼では基底から約200m上位K厚さ 15-30cmの粗読まな帯

緑灰色を呈する中~粗粒の黒雲母を含む砂岩が見られ局部的な鍵層となる。

本層は全屑を通じ海棲貝化石を産出するが，下部に比較して上部は少ない。有孔虫化石

もかなり多く，上下部を通じ見出される。

縫別累層II. 3. 2. 2 

本累隠は下位の茶路累層から漸移し，特有な黒色凝灰質砂岩を挟有しはじめる所をもっ

てその基底としている。基底の砂岩は中~粗粒で0.5-2mの厚さを有するが，所によっ

ては簿化し，また色調も淡緑色~背灰色を呈するため境界の識別には困維な場合もある。

との図幅地域では東部の浦幌背斜から常室背斜の東翼地域lζ分布し，西部地域Kは見ら

れない。本累層の厚さは 350m内外である(第9図)。

本累屈はfI音灰色~帯青灰色の砂泥岩を主とし，黒色砂岩をかなり多く扶有する。砂泥岩

は倣密，やや堅硬，凝灰質であり，砂質を;fWびることがある。その風化面は灰色を呈し

角片状l戸放砕する。砂岩は中-I'且粒で，一般に粗緊，塊状のものが多く， I時l乙凝灰岩質と
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なる。

本累層には海棲貝化石 ・有孔虫を産出するが，多くは散合される程度である。
註li)

また図幅東南隅から厚内図l幅にかけての本累層上部には，厚さ 1-3mの貝殻質石灰岩

が分布し，Hubertschencki・aezoensis， Thyasira bisecla等を産する。

第9図は音別層群の地質柱状図を示したものである。

II. 3. 3 浦幌 ・音別両層鮮の化石と地質時代

i甫幌層群の植物化石についてはこの図幅地域内では保存のよいものが少い。わずかに留

真向斜地域ならびに常室背斜地械の雄別累層から lvfetasequoiaoccidenta!is， Equisetum 

arcticumその他澗葉樹葉を2，3採取した程度である。

浦幌 ・音別両翼群の動物化石については第2表lこ示す通りである。

i甫l腕層群の舌辛累層および音別層群の茶路累層からは動物化石を多産し，比;1安的保存も

良好である。

第2表 irli幌音別居1洋の動物化石表

Acila sp. 

lv!alletia poronaica (YOKOYAMA) 

M. sp. 

Yoldia laudabilis YOKOYAMA 

Y. sobrina T AKEDA 

Y. sp. 

Portlandia cfr. tωtasei (KANEHARA) 

P. sp. 

Chlamys sp. 

Palliorum cfr. peckhami (GALL) 

Ostrea sp. 

Venericardia akagii KANEHARA 

V. laxata YOKOYAMA 

V. cfr. expansa T AKEDA 

V. sp. 

Corbicula tokudai (YOKOYAMA) 

註17) 棚井敏雅による。

|浦幌層群 | 音 別府|群
雄別 |舌辛大曲|茶路保|縫別
累層 |累層砂岩陪|泥岩間|累層

x 

X 

× 

xa 

X 

× 

× 

x 

xa 

x x 

× 

× x a I xa 

× xa 
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liF11;陥lidlih
Bαtissa sitakaraen幻S SUZUKI × × 

Geloina sp. ? × 

Diplodonta sp. × 

Thyasira bisecta (CONRAD) × × 

Cardium sp. × 

Pitar sp. × 

Callista sp. × 

Hubertschenckia ezoensis T AKEDA × 

Clinocardi附叩 cfr.asagaiense (YOKOYAMA) × 

C. sp. × 

Nemocardinm yokoym四aiTAKEDA × 

N. sp. xa 

J'i1acoma sejugata YOKOYAMA × 

kf. sp. × 

Peronidia sp. × 

Solen sp. × 

Mya g開制ingkiMAKIYAMA × 

M. sp. × 

Thracia sp. × 

PeriPioma besshoensis (YOKOYAMA) × × 

Turritella poronaiensis T AKEDA × × 

T. sp. × × × 

Nαtica sp. × 

AncistrolePis japonicus TAKEDA × × 

Neρtunea ezoana T AKEDA 

N. modestoides T AKEDA 

N. sp. × 

Cylichna mu/tistriata T AKEDA × 

lvfolotothorus kush惚roensisT AKEDA × 

Ca!lianassa sp. × 

Fish scale × 

棚引倣!ljt採集 a:多
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浦幌 ・音別雨層鮮の地質時代や石狩層鮮 ・幌内層鮮との対比については，古くから現在
5) 7) 12) l:l) 21;) :~O) 

1L至るまで多くの人々によって試みられている。

それによると浦I限廊鮮は幾春別屑より上位の石狩層鮮に，音別j琶町ーは幌内j留若手にそれぞ

れ対比され，前者は始新世後期~漸新世前期，後者はt斬新世後期と考;えられている。しかし
22) 23) ~7) 42) 

最近になって石狩層鮮と幌内層群の両者が同IIl'異相の堆積物であるという考ーえ方から，従

来の両屑群の不整合l乙基づく層位的関係は再検討を要する段階に至っている。

また浅野清の有孔虫による石狩 ・句1¥路両炭田の対比によれば舌辛層および下部幌内腐は

Cornus戸町idesoinomikadoiを産する ζとから，Nonion sorachiense帯に含まれる一層準

をあらわし，石狩層群の平岸腐と同属準と考えられている。したがって浦幌層群は化石植

物静から従来対比されている幾春別層と春採屑の庖位関係よりも古くなる乙とになる。 ζ

乙では従来の対比lζ従って浦幌層:ll手を石狩層訴の上位のものに，音別層群を幌内層群にそ

れぞれ対比し，その地質時代は前者を始新世後期~漸新世前期，後者を討ifr新世後期と考え

ることとする。

II.4 新第三系

新第三系は古第三系の浦l慌・音別両層群を不整合1C.被覆してこの図幅地域の西半部と，

東南隅とに最も広く分布している。

北海道東地域の南部における新第三系については，従来多くの人々によっていろいろな
1) 7) JO) :~9) 

区分および名称が与えられてきた。

今回の調査によって図幅地域内の新第三系を幾千世層群および、東台庖群の2つに総括す

る。

幾千世層鮮は常室背斜をとりまいて南半部K}広く分布するよ也層鮮で，その西側は東台層

鮮によって北東一一南西に覆蔽される。前者は音別区l幅の厚内層群にほぼ相当し，後者は
註lR)

いわゆる“本別層群"Iζ当ると考えられる。両者の関係は明かに斜交不整合関係を示し，

北東部の活平地域では東台層群の基底は白霊系の活平泥岩層lζ接している。

含有化石から幾千世層群は中新世1L，策合腐群は!洋新世とされる。
いえ ちせ

II.4.1 畿千世層群

幾千世屑群の下部は集塊岩 ・凝灰質砂岩 ・凝灰質溌泥岩およびいわゆる硬質頁岩からな

り，中部はII次質の凝灰質溌泥岩と砂岩との互屈で，上部は角線質凝灰岩を基底と して砂岩

を挟む砂'ill砂泥岩~泥質砂岩からなっている。上下を通じ海綾動物化石を産する海成堆積

i[HS) 三谷勝利品1)の十勝層群に当ると考えられる。
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層である。乙れらをそれぞれ直別 ・幾千世および十弗累層と名づける。

本層群は下位の音別層群を東部地域では低角度の不整合，西部地域では斜交不整合をも

ってそれぞれ被覆しいる。

本層群ーは 1，400-1，500m の厚さを有し， 南方lζ向かってやや肥大する。

II. 4.1.1 直別累層

図幅地域内では東部地域を除いて，岩オ自の変化が極めていちじるしいので，東隣の音別

図幅の再定義に従った。

本累屑は堅硬な板状頁岩 ・ 凝灰質砂岩 ・ 凝灰質訪i~泥岩 ・ 凝灰岩および集塊岩の互屑から

なり，かなり激しい側方変化をしている。その基底部も所により岩相を異にし，音別図!隔

地域内の集塊岩~角機質細磯岩は東部の上j享内向斜地域では粗粒凝灰質の黒色紗岩l己変化
註19)

し，西部地域では集塊岩~粗粒凝灰質砂岩となり，直接白豆系の活平累厨l乙接する。特に

ヤリ沢rr可斜地域から常室背斜にわたる間は岩相の変化が極めて激しいため，縫別黙屑との

境界が判然としない。

本累居中の硬質頁岩層は下位および上部IC発達するが，上記地域内においては側方変化

に富み連続性にとぼしい。ヤリ沢向斜から北部にかけては比較的安定し，北端の駅てい沢

までには，一度上位の東台腐r.f1ζ蔽われるがふたたび露出して，北隣本別図幅地域内の浦

幌川6号橋附近まで連続する。

硬質頁岩は暗灰色~灰色を呈し，板状制i)ilt性，堅硬なもので，風化すれば晴褐灰色を示

し，長方板状~剣尖i犬に破砕する。特に上部のものは珪質で硬度高く，妙J色~飴色の樹脂

状光沢を呈し，叩けば金属音を発し，貝殻状断口あるいは剣尖状断ロを示してij!lili!，"する。

凝灰質砂岩は暗黒色~帯緑Il音灰色を呈し，粗露塊状のものが多く軽石を含む。

凝灰質拶泥岩は帯青灰色-6音灰色，風化面では黄灰色~灰白色を呈し，一般に軟質のζ

とが多く， I時には珪藻土質の部分が見える。

上厚内向斜地域の本累層の基底砂岩からはしばしば Patinoρectenyessoensisをはじめ

多くの海棲貝化石やうにの破片を践する 。 また凝灰質1ff~泥岩中にはしばしば Makiyama

や有孔虫化石の Cyclamminaezoenseを含んでいる。

本累層は 450~600m の厚さを有し， 南方lζ肥大する。

11. 4. 1. 2 幾千世累層

模式地: 浦幌町幾千世および|崎潤l附近の崖。

註19) 輝石安山岩または輝石椴撹石安山岩質である。
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本累腐は下位の直別累層から漸移し，東部地域では後者最上部の砂岩 ・訪5泥岩の互層が，

砂岩lζ富みil[石質凝灰岩を挟むようになる所を基底としている。西部地域ではやや岩相が

変化し，直別累層ヒ部の砂岩・硬質頁岩および沙泥岩の互層の上1立にくる凝灰質粗粒砂岩

を基底と した。しかし西部地域の中央以北ではそれが次第に不明となるため，その上位に

のる緑色砂岩を境界とする。ζのように，これら両累)習の関係は漸移的K変化するが，地
諮20)

域ごとにその様相を異にするので劃一的に区分するととは因雌である。

本累腐は 4oo-600mの厚さを有し， r誌に向かつて肥大する傾向を示す。

本累j習は主として凝灰質務泥岩と砂岩との互層からなり，凝灰岩や磯岩を挟有し，全j習を

通じ凝灰質である。その下部は主として凝灰質の中~細粒砂岩からなり，上部lζ向かい凝灰

質務泥岩と互層する。中部l乙は賛灰色~灰白色の凝灰質湯泥岩が発達し，中~細粒砂岩(一

昔|好機岩)を挟有する。上部はふたたび凝灰質砂岩と lJí~ì.尼岩との互腐となり ， 薄いI徐岩を挟む。

砂岩は納1-中粒， 淡青灰色~淡緑灰色を呈し， 浮石質のものが多い。 1h~ìÆ岩は持青灰色

-0音灰色を呈し，風化すれば黄灰色~灰白色を示し，しばしば黄褐色の年;1制犬縞目を刊行。

また極めて軽質の珪藻土質のものもある。 ζれらm泥岩は下伎の直別累腐のもの K酷似
し，その区別は困燥である。

本累層の上下， 特 K上部のlJí~泥岩l乙は ， Port!andia japonica， P. thmciaeformis， Nuculana 

sp. をはじめ多数の海棲貝化石を含むほか有孔虫化石 Maluy仰 w sp.および珪藻類の破

片も少くない。

II. 4. 1. 3 十弗累 層

J模式地・ 浦l幌町稲穂のj支およひ、浦幌町と豊頃村の境界地域のj宝。

本累腐は下位の幾千世累層から漸移し，図幅地域内南西部の低夷地帯を占めて広く分布

する。東方の音別および白糠図!隔における白糠層にそのまま相当するかどうか明かでない。

本累腐は 300m以上の厚さを有し，主として凝灰質説法泥岩と砂岩とからなり，凝灰岩お

よび際岩を挟有する。

本累腐の基底には厚さ 30m以上の角線質凝灰岩~軟質凝灰岩層が発達し，南北に追跡

できる。下半部は主として凝灰質湯泥岩と凝灰質砂岩層との互層からなり，上部K向かつ

て次第に砂岩を減ずる。上半部はほとんど凝灰質の砂質115j尼岩からなる単調な岩相で，ま

れに凝灰質籾!粒砂岩の?専属を挟有する。

務泥岩は帯育灰色~暗灰色，風化すれば灰白色一黄灰色を呈し，凝灰質 ・1鬼1犬で，幾千

話20) 自邸図幌地域内では識別困難とされている。
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世娯j習のものに比べてやや軟質である。上半部の砂質湯泥岩は帯青崎灰色~灰色，風化面

では黄灰色~灰白色を虫し，塊1犬で周J1JU乙乏しく，露9]1面lζ沿って剥理する位質がある。

l軟弱凝灰質
. .1灰色細~組粧品j右
|合軽石

|角右孫

. ~ ，・・ | 貝ィヒ石破芹
き主|堅右更細粒孫右

三三1:1実灰色iJs泥岩

砂后iま部;古一灰色~灰色を呈し概して凝灰質である。上部の
ー
l
瀬
争
末
黒
層
ー
ー

ものは暗灰色，粗緊， 秋質である。下三|士郎には淡黄白色~灰

白色な軽石質凝灰岩の薄屈を多数挟有する。

本累層は緩慢な大小数多い液状摺Ullを繰返し，北部は上位

の東台層群によって字、l交不整合l己破蔽され，西部は第四系の

段丘堆積物lζi依われるため，上限は明かでない。

十
弗
累
層

本累屑の湯i尼岩lζ は Acilacfr. brevis， Portlandia sp.， 

[ 5 

c 

第10図 東台隠ltr'基1底部
と十弗累周との関係

を示す地質柱状図

Macoma sp.などの海r*貝化石を多数含むほか，中部の日韓岩
には同定不能な貝化石の密集部;が見られる。

第 10図は十日g越沢北股における 東台層群基底郎と十弗累

j習との関係を示す地質住状l玄lである。

東台層群11. 4. 2 

ヌドj百訴は下位の幾千世屑j伴を斜交不整合をもって夜蔽し，

主として凝灰質の陸成~半陸成堆積層からなり，その上下部に海成堆積層を伴っている。

基底部は凝灰質砂岩~!深岩 ・ 角!深質~lE石質凝灰岩および凝灰質湯泥岩の?専属を挟む互層

からなり，活平西部の崖では基底から約20m上位の砂質i深岩から，また計根別沢交流や

言|根別背斜南端，湯の沢ドーム核心部における本屑群下部の砂岩からそれぞれ Forlψecten

takahashiiを産出する。

本層群の下部は角線質~経石賀の凝灰岩や凝灰質砂岩~際岩lζ軽石賀扱泥岩を挟み，い

ちじる しく凝灰質である。上部は凝灰質勝泥岩と砂岩との互居中l乙褐炭を多数挟有するほ

かI旅岩 ・凝灰岩を含む。前者を瀬多来累層，後者を計;1長別累庖と名づける。

湖、多来累層はいわゆる “本別層訴"1C，計根別累屈は池田層にほぼ相当するものと考え

られる。

従来両者の関係は不整会関係にあって，地質時代的にも，jit積盆地のjみがりについても，

かなり隔りがあるものと考えられていた。しかし乙の度の調査では両者のi'Miに不整合らし
;注~1)

い要素は発見できない。また両者の火山砕屑岩類の岩石学的性質からも，あまり差異が認

;l121) 三谷勝利は足寄太図柄で両者の関係は前稔合であると述ベている。
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められずーっの火山活動の連続的産物であると考えられる。

とれらの関係を解明するには，さらに北部の本別 ・足寄太，西部の池田 ・浦幌において

その:Lil:積盆地の変遷，造構造運動，火成活動の't1，質および累胞の細かい状法などを詳細に

検討する必要がある。

本層群の厚さは上限不明のため判然としないが， 600m以上と推定される。

II. 4. 2.1 瀬多来累周

模式地: 浦幌町活平西部の崖および浦幌町瀬多来から池岡町計根別K通ずる池田越山

道の崖。

本累層は下位の幾千世層群を斜交不整合をもって北東一一一南西方向に夜蔽する。その分

布は北隣の本別図l隔南端の浦幌)116号補西部から駅てい沢を経て活平西部を通り， i瀬多

来 ・池田越山道 ・東台幹線東域および上幾千世から十弗東城附jlIにわたって広く分布して

し〉る。

註22)
本累!習はいわゆる本別層群，最近三谷のいう十勝層鮮の本別~足寄居にほぼ相当するも

のと考えられる。

本累層は東部のi舌平附近においては層厚約250m程度で，j深岩・凝灰岩および凝灰質砂

岩K泥岩の薄屈を挟む。下部には連続性に乏しい褐炭の苅屑や植物破片を含む。本累屑の

基底から 20~25 m上位の砂質機岩からは FOl'titectencfr. takahashii， Clinocardium cfr. 

calzforniense， Natica sp.， Echinamchnius sp. などの海桜貝化石を産出する。

西部の計根別背余l以西から東台幹線にわたる11J1では分布も広くなり，やや層厚を増して

もコる。

基底f線岩は厚さ 2~4m で，暗茶褐色を呈し， やや堅l民である 。 礁種は粘板岩・赤色珪岩・

安山岩 ・硬質頁岩 ・砂岩・泥岩 ・凝灰岩および炭化木片などで，一般に制機である。

凝灰岩は安山岩質角l擦を含む組1立機首のもの，ほとんど制い軽石のみからなるもの，!i')、

質を干i子びるものおよびそれらの互層からなるものなどがある。本別図幅地域の東部ではヒ

記基底i疎岩の上位l乙10数 m 以よの均質な灰白色怪石質凝灰岩が好呼出をもって庄を形成

し北方p::_連続してい る 。 しかし乙の図幅地域内では岩相が変化し， 凝灰岩中p::_ 砂'Fl~fI操質

部を不規則K交える。

凝灰岩は一般lζ灰白色を呈し， *I石質であって，経石松と火山灰砂とによる偽胞の発達
するものが多い。

討さわ 足寄太図幅および本別図帆。
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砂岩は灰白色~灰色を呈し，粗緊，凝灰質細~粗粒である。

泥岩は帯青灰色~灰色を呈し， ~9\質で板状の層理を示し， I時i乙炭質物の楽理を有する。

砂岩・泥岩ともにt怪石粒を含むζ とが多い。

西部の計根別背a'41菊端，湯の沢ドーム附近では青灰色~灰色を呈する塊状の泥岩と灰色

~灰白色の凝灰質中~細粒砂岩とが互厨し，その砂岩からは Fortipectentakahashii， Mya 

cuneiformis， M. truncata， Clinocardium sp. (cfr. ainuanum)などの海桜貝化石を多産

する。

τ二7でつ三下ーとh
A四 fss3)ヤ ヨ;ご ろζ pum fss;軽石賀細粒砂岩

学竺 ~!'::-~:'.:.:.~::.: -. ~.~.:-~.:::"'~~'.~、111tL々 込h- cg;磯岩

一角? っ pum山 …料開山岩

第11図 昔|根5JIJi尺支流沌の沢における瀬多米累層露出見取図

図版6は計根別沢支流滝の沢における1¥屋石質砂岩・話事岩の露出である。

図版7は東台幹線附近の上位の白色凝灰岩のi露出である。

図版 8 図版 7

JI.4.2.2 計根別累暦

下位の瀬多来累層とはi1jQf移関係にある。下位届の凝灰岩が少くなり，上位層の褐炭を含

む砂岩 ・ 泥岩互屑 lこ移化すると ζ ろを両地屑の!~界とする。

本累層は図l隔地域内i乙東西の 2;併をな して分布する。 すなわち東部地域では駅てい沢か

ら瀬多来の西部を経て，池田越山道にわたり向斜構造を形成し，西部地l或では東台幹線の

西部山地から計根別沢口を経て新田牧場にわたり計根別背斜西翼の緩慢な波状摺曲構造を

なして露出している。
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本累j習はとの図幅の西隣および北隣l乙分布するいわゆる池田暦に相当するものと考えら

れる。

東部地域では下部の泥岩砂岩互!習中K多数の褐炭層~褐炭質iA岩層を挟むほか凝灰岩を

含む。上部はこの災炭;部を機岩をもって不規則な面で被う泥岩 ・砂岩 ・l深岩と軽石質凝灰

岩との互層からなり，/，尼岩中にはレンズ状の褐炭片を含む。瀬多来向斜南端;の池田越山道

附近では，上記の最下位の磯岩の上位 1mの凝灰質含磯砂岩から l'v[acomaca!carea，ll今G

CMittfoTmisなどの海接員化石を産出する。

泥岩は多くH音灰色~灰色，時lζ爽炭部では淡紅灰色を呈し，軟質紋密である。屑理の明

かなものと，塊状のものとあり，後者は風化すれば黄灰色~灰白色を呈し，年輪状の黄茶

色の縞目を出すことがある。またi陵石を含み，その縞状配列も見られる。

砂岩は灰白色~灰色を呈し，粗緊でil[石lζ富み，美麗な偽層をしていることが多い。上

部の砂岩は灰白色~灰色を呈し，下部のものより一般に軟弱 ・粗穏でjj}jJ唆しやすい。

第12図は池田越山道附近の本累屑の上主幹部を示す地質住状区lである。

西部地域の本累層は新回牧場 ・言|根別沢南i皮・ポン計根別沢およびチノミ沢附近の観察

ではおおよそ3つに分けられる。

下部は凝灰質砂岩 ・泥岩の互層l乙数腐の褐炭層を挟有し，中部は組緊，凝灰質の中~細

粒砂岩を主とし泥岩を従とする互層に，わずかに褐炭の薄層を挟み， 上部は泥岩を主とし

砂岩を従とする互層l乙比較的良好な褐炭屈を数屑挟有する。上下部を通じ凝灰岩を含む。

第 13図は新圧l沢附近の地質柱状図を示すものである。

計根別沢南!段上流の本累層の下部爽炭部から小型の淡水桜貝化石(しじみ貝と思われる〉

を採取した。また褐炭からは両地域とも Me抑制thesの種子やそのほかの植物の種子の化
註23)

石，花粉，樹幹などが数多く産出する。

褐炭は一般に 1m以下のものが多い。

本累腐の層厚は上限不明のため~I'.IJ然としないが， 東部地域で 150 m 以上，西部地域で

200m以上と推定される。

II. 4. 3 幾千世 ・東台両層鮮の化石と地質時代

幾千世・ 東台両層群は全層を通じて海;陵動物化石を含み，多数の貝化石 ・有孔虫右よび

1I1akiyamaなどを産出する。また東台層群の上位の音|根別累溜には 多数の褐炭を挟有し，

Menianthesなどの種子や花粉の化石などを多産する。

討23) 岡崎由夫の研究がある。
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第3表は幾千世 ・東台両層11半の産出動物化石表を示したものである。

第3表 幾千世・ 東台庖1洋の動物化石表

liuh国|説!日
Solemya sp. 

Acila cfr. brevis NAGAO & HUZIOKA 

(T.) cfr. nakazimai OTUKA A. 

A. Sp. 

Arca sp. 

Nucula向。 sp.

Portlandia japonica (ADAMS) 

P. thraciaeformis (STORER) 

P. Sp. 

Gかcymerissp. 

Patinoρecten yessoensis (J A Y) 

P. Sp. 

Fortiρecten takahashii (YOKOYAMA) 

F. cfr. takahashii (YOKOYAMA) 

Ostrea Sp. 

Venericardia ezoensis TAKEDA 

V. (C.) cfr. crebricostata (KRAUSE) 

V. 

V. 

(C.) Sp. a任 orbicaYOKOYAMA 

cfr. ferruginea (ADAMS & REEV) 

V. Sp. 

Conchocele b四 cta(CONRAD) 

Lucinoma tanaii UOZUMI Sp. nov. 

L. Sp. 

Clinocardium cfr. californiense (DESHA YES) 

C. Sp. (cfr. ainz伽 um)

C. sp. 

Serripes groenlaicus (BRUGUI孟RE)

S. Sp. indet. 

lVlercenarIa chitaniana (YOKOYAMA) 

λ;facoma calcarea GMELIN 

M. tokyoensis MAKIYAMA 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× × 

× 

× 

× 

× 

× 

X 

× 

× 

× 

× 

xa 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 
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Mi1coma cfr. calcarea GMELIN 

M. sp. 

TellIJla sp. 

M.アatruncata LINNE 

ilif. cu間 iformis(BOHM) 

M. cfr. cuneiformis (BりHM)

Natica janthostoma DESHA YES 

N. sp. 

“Turritella" sp. nov. 

Searlesia sp. 

Bucα.附 m sp. 

Dentalium sp. 

Echinarachnius sp. 

× × 

× × × 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

a:多

幾千世屑'ft干最下位の直別累屑では Pati即 ，pectenyessoensis， Vene円cardiaezoensis. V. cfr. 

ferruginea， Glycymeris sp.， Thyasira bisecta， Macoma sp. などが目立っている。

中イ立の幾千位累層には Portlanciiajaponica， P. thraciaeformis， Nuculωza sp.， Sol仰 lya

Sp. などがあり，一般に個体数lζ比較して種類は少ない。

上位の卜卯累層からは Acilacfr.ケeliis，Macoma cfr. calcarea， Portlandia sp.な

どを産し，上部は化石の産!iH乙之しい。

これら化石動物群は留萌地方の峠下層のものと共通種が多いととから地質a寺代は中新世

後J明とした。
討24)

東台層鮮は下位のi煩多来累層下部から，Fortipecfen ta.kahashii， Clinocardium cfr. 

californie押se，C. sp. (cfr. ainuanum)， A今acune沼iformis，M. truncata， Echi吋，arachnius

sp. などを産することが特徴である

ζれらの化石動物群は石狩・ 空知地方の滝川屑のものと共通穫も多い乙とから鮮新世前

期と考えられる。また上位の東台層群については，前にも述べた通り瀬多来累層と漸移的

関係にあるとJIBわれるので，地質時代としては仮に鮮新世後期に属するものとする。

24) 棚列敏:/11の白様府が東台層群に属するか，幾千世府群の上位にあたるかはいまの処資料不足のため不明である。
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1I.5 J;('!; 四系

乙の図幅地域の第四系の主なものは，河岸縁辺地域および西部の低夷山地の平坦IIDを形

成する段丘堆積層および河川流域内lζ分布する沖積層である。地質図lこは狭い分布区域の

ものは省略した。

U.5.1 高位段丘椛積層

浦幌川流域の留真部落東部に一部分布するほか，大部分は11寺和附近から北西にわたる利

別川に面する様高 80~120 m の低い山地に分布している。

主として砂 ・礁からなり，白翠系 ・第三系の岩石や第三系の在来岩から由来した古期岩石

の円隙~亜円程撃からなる。

II. 5. 2 低位段丘堆積層

浦市兄川本流およびその交流である常室川 ・j頼多来川 ・留真川の各流域をはじめ西部の利

別川 ・幾千世川 ・ /-i;IHJI [の各流域l乙分布 している 。 標高 20~80 m の低地に 2，3段の河岸

段丘をつくる。

主として砂 ・機 ・粘土からなり，東台附近十列;川の流域では，凝灰砂の薄層および 30

cm程度の黒粉状の草炭を挟む。

II. 5. 3 {Jj，積庖

図幅地域内の諸河川の流E告に沿った低地帯および現河床中IL分布し，砂 .li疎および粘土

からなる。西部の利別川支流の低地:削ζは数 10cmの泥炭を含み，日音褐色~灰褐色を呈し

ている。また東台幹線地域には火山灰が|刷ζ滞く分布している。おそらく十勝岳火山ある

いは阿(阿茶岳火山などの町長i火による降灰であろう。

II.6 地 質 構造

乙の図幅地域における地質構造は大観して，東西の 2地区IC分けられる。すなわち東部

地区では白霊系および古第三系のドーム ・背斜およびそれに準ずる構造が北東北一一南西

南方向にJl([行制子I[し，それらが多方向の断周によって寸断され，概して複雑である。摺曲

は西)ijl急傾斜，東部緩傾斜のいわゆる謝I[路炭田型の構造をしている。

西部地区では新第三系が南北ないし北西西一一南東東方向の緩慢な波状摺雌lを呈し，東
詰2G)

部l乙比べて簡単な構造を示している。第 14図は構造概念図である。

II.6.1摺曲構造

乙の図幅地域内IC発達する摺1]11構造は，その構造的特徴から次の6地域をあげることが

註2G) 十IOi'盆状榊造の耳L城にあたる。
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第14図 桝迭概念図

できる。

(1) 浦幌背斜地域 1 

(2) 活平半ドーム地域}東部地区

(3) 潟'室 ドーム地域 J 

(4) 十弗波状摺曲地域1

(5) 計狼別背斜地域 }西部地区

(6) 東台波状沼曲地域Y

A) 東部地区
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(1) 浦!幌背斜地域・ i甫l限背斜は白星E系を中核とする背斜で，この図l隔地域内にはそ
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の南端iが沈降 して伸びてきている。地層の一般走|向は東翼で北 1O~300 東，西翼では北 5

~200 西， 傾斜は東奨では 45~700 東， 西翼では 15~500 商である 。 東西に走る急傾斜の

胴切断層によって，背斜羽hは北方ほど東K転位する。

(2) 活平半ドーム地域: 活平半ドームの核心は白霊系からなり，浦幌背斜地域との

間に留真向斜を形成する。この半ドームのi!i唱は東西方向lζ走り，一般主要構造線K直交し

た形をとる。

(3) 常室 ドーム地成: 常室ドームは白塗系を中核とするドニームで，白霊系の東裂は

走向北 5~20。東，傾斜 30~450 東を示し， 上位の古第三系の走向北 50 西~北 100 東，傾

斜 30~45。東とは多少斜交 している(第 1 図参照〉。 西翼は走向南北~北5~200東，傾斜は

東に逆転し 70~85 0 を示すが， 丸山以南では 300 内外の西傾斜に復する 。

乙のドームの南方沈降先は波状摺l泊となり，北東一一南西方向の断層が主帥をきり，複

雑な構造を呈する。ヤリ沢向斜は複向斜構造を示し，南北f生の摺曲紬と斜交する北西一一

南東方向の断層が発達するo ~~ iI路炭田西縁の限界である 活平半ドーム西側と，常室 ドー

ム西Sl(とは最も構造複雑で，主要構造線である上浦l慌・活平 ・留真の誇断層が生 じてい

る。

B) 西部地区

(4) +弗波状摺幽地域・ 常室ドーム西~の新第三系は西K_傾斜する単斜l乙近い構造

を示すが，西方の十弗附.i!Iでは，北西一一南東方向に近い緩傾斜の小背斜 ・向斜構造をく

り返す。 小規模のため地質図に表現できないものも多数ある 。 地層の傾斜は 4~150 のも

のが多く，断層はあまり認められない。

(5) 計根別背斜地域: 計根別背斜は南北l乙i互い走向を有し，北に向かって緩く沈降

し， 北隣の本別図Ip冨地域l乙伸びている。その東側lこは計根別向斜が併走し，活平半ドーム

までには 1， 2 の緩い，前bの短い波状摺曲がある。傾斜は 5~200 で一般に緩い。

(6) 東台波状摺曲地域: 計根別背斜の西方を占め，綬傾斜の短い背斜 ・向斜をくり

返えす波状摺曲棉:で，地質図lζ表わせない小摺曲のものが多数ある。主要定向は 北部で

NS，南部で N40~500 W である。

IL6.2 断 層

この図憾地域内における断層系統を大別すると，ほぽ地層の走向に沿うか，わずか斜交

する1it下と， 走向にほぼ直交するか，あるいは大きく斜交する 1群と認められる。

前者lとはしばしば落差の大きいものがあり，構造を支配するが，後者には概して小さい
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ものが多い。

11. 6. 2. 1 走向断層

上浦幌 ・活平 ・オタコブシおよび留真などの諸断層がこの給ちゅうに入るものである。

主要方向は北々東一一南々西方向を示すが，一部は南方延長が南北方向を示すようになるコ

上浦幌断層は本別図I隔地域からこの図幅地域の北部lζわずかに伸び、てきて，その南の延

長は上部新第三系に被覆される。本別区l幅地i或内では浦幌川を横切り，仁生川， J二川流布

を経てふたたび浦幌川上流にあらわれ，遠く螺湾川まで連続する。

活平断層も本別図幅地域内から連続するもので，その性質は未詳であるが東落ちの壬断

層と考えられ，南lζ向かつて次第に落差を減ずる。留真断層は常室背斜西翼の構造影，;lで，

ほぼ主申Ibと平行するが，南部ではそれを切っている。東傾斜の逆断層と考えられる。

オタコブi/断層は留真向斜地域内では，留真向斜*rliにやや斜交しているが南にのびて南

北方向となり留真断層lζ連続している。

II. 6. 2. 2 斜交断層

斜交断層は留真向斜 ・常室背斜およびヤリ沢向斜の諸地域l乙北西西一一南東東方向をと

って発達している。これらは走向断層に比べて，落差は小さい。

JIJ 応用地質

乙のi苛1隔地域においては古第三系から産する石炭が最も重要で，次いで新第三系の褐炭

が注目される。特lζ石炭については地質 ・試錐調査も終り，近い将来開発されようとして

v'る。

白星系の石油，新第三系の天然ガスなどは今後の問題として残されている。

IlI. 1石炭

IlI. 1. 1概況

図幅地域の東半部は釧路炭田浦幌地区の西j或を占め，石炭は留真累層の一号沢爽炭層 ・

雄別累層および尺別累層中lこ挟有される。一号沢爽炭層は留真川中流地域の小区域lζ分布

し， 1屑の稼行可能な炭層を挟有しており，昭和の初j切に留真炭鉱が稼行したととがある。

(第2図参照)

雄別累層には稼行可能な炭層が1-2屑あり，図{隔地域内で経済的に最も重要なもので

ある。

尺別累層中の石炭は一般に膨縮I乙富み，炭質頁岩との細かい縞互層をしている ζ とが多
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ネ上がそれぞれ鉱区を所有

し，その中でも北部の日鉄

鉱区はl昭和31年から 33年

尺別累扇中の炭層柱状図第16図

にかけて試~j!'調査を含む大

規模な調査を行っている。



要するに図l隔地内は釧路炭田の中で今後に大きく期待される所である。

第 15区lおよび第 16図は本地域内の炭層柱状図の一部を示すものである。

第4表は上記炭層の工業分析値を示すものである。
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第4表 石炭分析表(札幌通産局石炭部・日本炭l蕗E:I(資料による〉

炭府名|採 取 位 i直 |水分!灰分|拘i発分|回定炭1硫黄|粘紡性|財団I "" -v<. 1"- Ihl I (;;6) I (%) 1 (%) 1索(;;6)1(;'6) l~rHiH，1:. 1 gl 

尺別!日 ~~ ーノ」、 i市 中見 ;f)1i 13.87 5.27 44.93 35.93 0.570 非粘結 5，812 
タ fi{ ~~r 川 I山梨.由起子沢 8.65 7.03 41.20 43.12 ク 6，390 

4シ mn川西爽小池の沢 15.33 6.39 38.38 39.90 4ア 5，270 

グ f:LIF川東輿お化け沢 11.60 11.35 36.79 40.26 ヂ 5，130 
雄知lWi

オタコブシ 三 枝子沢 7.39 9.61 35.77 47.23 グ 6，310 
3番 l回
グ 本オタコブシ IIIT子沢 10.83 5.37 40.85 42.95 タ 5，930 

グ m J=→ 、l )11 西 現 10.18 13.21 34.47 42.14 グ 5，430 

~M)Ij J日 本オタコブシテンネノレ沢 17.63 6.11 38.04 38.22 タ 4，750 

タ 洲 11児川 [LIi翼弁慶沢 14.33 6.71 36.38 42.58 4ア 5，580 

タ 浦 l悦川西翼後経沢 10.84 8.86 38.98 41.32 グ 5，630 

グ 持n幌 川 西奨学校北側 7.35 4.07 51.27 37.31 0.946 グ 6，365 

グ ifli悦川西興第六浦幌橋 15.94 2.34 44.54 37.18 0.353 4ア 5，946 

グ ザヤ り iて 11.28 4.35 43.00 41.37 0.139 グ 6，050 

。 本オタコブシ冷水沢 11.38 4.07 38.74 45.81 グ 6，140 
一号沢 m n川 一号沢 13.26 21.04 33.09 32.61 グ 4，530 
爽炭j罰

一一ーー 一 一 一

(註) JIS 分炉、による炭質区分は E~Fl である 。

図版 8 オタコブシ沢附近のw
別泉層石炭露頭

図版 9 留真学校北側の雄5JIJ累陪石炭

露頭
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IlI.1.3 活平西部地域の炭層

乙の地域の炭胞については昭和31年から32年にわたって小規模な探鉱が行われた模様
討2め

である。炭層は産別累居中I乙扶有されi舌平沢から南の小川沢にかけて分布し，層厚，炭状

ともあまり安定はしていないようである。
itl:2G) 

次にその炭層住状図 ・分析値を示す。

炭丈 036

山丈 085

brg' 

[;・-3 固ガンI~.1 
40 回 附頁岩

よ。 国 紛泥宕
炭丈 068 r司
山丈計三 L斗砂 岩

第17図 活玉IZ沢における直別if，府中の石炭路頭柱状図

第 5表

I -..... -̂ I "" -̂ I ""r! V. ̂ - I凶定 Iv. "''' J1. I]IS分類||水分 |灰分 |緋発分 | |発熱宣: l~;v IJ ~I 採取箇所 I/J' "/J I '̂ "/J I 1'I' ") ~ "/J I炭君主 I，，:)t.<1= Iに よる|分析者
I (%) I (%) I (%) I (:;{;) I g/cal I炭質区分|

小川沢露頭 I19.47 I 16お I40.79 I 23.41 I 4，6日 I Fl 11札幌通産
活平沢露頭 1 18必 1 20.07 1 36訓 1 25.19 1 4，340 1 日 11局鉱山部

1II.2褐炭

図!隔地域の西半部K広く分布する計根別累層(池|王IJ習に相当す石〉には j手薄 10数層以

上の褐炭屑が挟有されている。乙の中には稼行可能なものが数屑含まれ，米利用資源の 1

っと して今後注目される。計根別沢附近に旧坑があり，現今は昭栄炭鉱が新聞牧場附近を

採掘しているが，いずれも小規模なものである。

l沼栄炭鉱

鉱区番号 卜!除採掘第83号

面 積 335ヘクターノレ

石炭坑の名称、 昭栄亜炭鉱本坑

註25) 筆者らはかつて浦幌周:鮮の一部と考えたことがある。

註20) 加藤地太郎の資料による。
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橋本正一

炭層は上位から k層(炭丈10cm)，本溜(炭丈 135cm)， TJii!'i (炭丈66cm)の3)習が

あり，本腐を採掘している。炭質は褐炭に属し，水分 15;?G・灰分9.8;?;;・発熱11'14，800カ

，*，川君(5幕別IIIJ止若鉱業権者

ロリーと羽1している。

昭

栄

亜

炭

鉱

吋
嗣
同
叶
U
-

ボ
ン
ケ
ネ
ベ
ツ
よ
涜
同
国
・
圃
制
園
川
】

村
瀬
本
原
の
沢

次l乙褐炭周柱状図および分析値を示す。

子

/

ミ

沢

池

田

越

沢

圃・tI'，常
国国絹茂被河口

Eヨ泊t疋宕
仁コv ぉ

計jfl別$J日褐炭府柱状閃第 18図

椀以工業分析結果表

同取位置 |ykJ-lb?|J12?!四号炉lbF1212itlE:
よ1-12.55-，25~;-1 ~ム|

第6表

越III 池

天然ガスIII.3 
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討27)
天然ガス徳(候は，池田111]字富岡， +TJIlJlI東支流 17号の沢の上流大二股から商交流へ約
600m進んだ左岸にある o

乙の微侠は硫化水素臭を有するi炎315褐色の着色水と共l乙湧出しているもので，そのi湧出

状況，天然ガス組成および附随水成分は次表l乙示す通りである。

i) 湧出状況

)iス畳 目 ìll~ 0.5 m3jday 

J王2且'. 目測 20 m3/day 

7Jぇ ミ{J回rrl 12.80C 

ii) 天然ガス組成

C02 0.3 Vol.タ五 02 0.0 Vol. % 

CH4 52.7 Vol. % Res. 42.5 Vol. ;;~ 

iii) 附随水成分

pH 8.3+ 

HC03- 528 mg/l 

C032- 51 ~少

Cl- 392ヂ

NH4+ 4.3/，/ 

N02- 0.000/'/ 

N03- 0.0/，/ 

Total Fe 0.19 ~ク

P 1.22 ~ク

Ca2+ 11/，/ 

恥192+ 18 /，/ 

KMn04 Cons. 20.8 タ

IJI.4 1:ヨ 118

f設i互になって，Î~"路炭団地域の白型系は含油!冒としての可能性から注目され石油資源開

発会社による調査が行われている。またl昭和30年には地質調査所{芦田 ・河野両j交官によ

って常室背斜および活平地域のl主要系についての調査が行われ，数カ所irl11'放の存私する乙

とが百忍められた。
Jt2丹〉

III.5鉱泉

jtj:27) 地質調査所牧野登喜男 ・狛武の資料による。

言1'2ヨ〉 地質調査所牧野登喜男 ・狛武の資料による。
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i煩多来累屑合*rHTi捺凝灰質砂岩中K.鋭、泉がみられる。その地点は hJil川支流計根別沢宿岸

で，昔浴用fC利用されたζ とがあるが，現在はその跡、をとどめるにすぎない。

本鉱泉は硫化水素臭を有するアノレカリド上の鉱泉であって，水質は次のようである。

pH 8.3+ 

I-IC03 140 mg/! 

C032 30 ?' 

C¥- 8.9 ~シ

NI-I.+ 1.6 ?' 

Tota! Fe 0.22 ~少

P 0.30 ?' 

Ca2+ 23 ?' 

Mg2+ 14 ~少

KMnO. Cons. 5.4 ~シ

このほか留呉川中流域の白塗系常室砂岩泥岩j留から鉱泉が湧出し，かつて浴用に供せら

れたことがあるが，試料採取困'J'iI[なため今回は訂ーかにする ζ とができなかった。

III.6砂利

この|玄|幅地域内では主と して西部の低位段丘Ji[:積層の砂際層から採取されているが，小

規模iζ道路工事などに利用されているに過ぎない。

IIl.7 褐鉄鉱

池田111]'東方の計根別沢で戦時中採掘されたζ とがある。瀬多来累j函上部の砂J諜岩層中iζ
治宝0)

賦存ずるもので，その品位は斎藤正雄によると次の辺りである。

第7表 池田鉱山鉱石分析表

資料脚箇所 Fe (%) [ p (%) [仙 (;;0)[侃I 考

計根月IJ 沢 33.97 0.264 26.04 下 粉 鉱

計収別沢左ニl段 46.85 0.091 6.81 黄色粉iJ1;

計線別沢左三IJ生 44.41 0.382 9.42 塊 鉱

計jH別沢下の沢 24.20 0.408 32.48 貧 t鬼 鉱

音|根 5)IJ 沢 41.75 0.031 10.12 貧 I地 鉱

分析者 北海道工業試験場

17) 
註20) 北海道工栄試験:lj.lの報告による
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TOKOMURO 

(Kushiro No.44) 

By 

YOSHINORI ODA， TAKAFUMI NEMOTO 

and T AKESHI U EMURA 

(Abstract) 

The Tokomuro sheet map covers an area located on the western 

margin of the Kushiro coal field， eastern Hokkaido， lying between 

latitudes 4300' and 43050' N and longitudes 143030' and 143045' E. 

GEOLOGY 

Geological study o! this sheet.map area shows that it is composed 

of Upper Cretaceous， Palaeogene， Neogene and Quaternary sediments. 

Palaeogene and Neogene sediments are divided into two groups. 

Quaternary sediments take the form of terrace and aliuvial deposits. 

The general stratigraphy of these sediments is shown in Table 1. 

1. Cretaceous 

The Cretaceous sediments are distributed in three districts， with 

domed or nearly domed structure respectively; they are divided into 

Katsuhira formation and Tokomuro formation. 
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Table 1. General Stratigraphy 
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The Katsuhira formation consists of dark gray mudstone ; it contains 

many fossils such as Terebratulina， Inocerαmus， Acila hokkaidoensis， 

Pecten CProteamusium) cowρeri var. yubarense etc.. 

The Tokomuro formation consists mainly of dark gray mudstone， 

bluish gray sandstone and to a certain extent of conglomerate. This 

formation is divided into three zones in some places. 

2. Tertiary 

The Tertiary sediments overlie the Cretaceous sediments uncon-

formably， and are covered by the Quaternary sediments. 

Palaeogene sediments are divided into two groups: the lower is 

the Urahoro and the upper is the Tokomuro group. Neogene sediments 

are also divided into two groups: the lower is the Ikuchise and the 

upper is the Todai group. 

S 1) The Urahoro group is composed mainly of lacustrine 
deposits intercalating many coal seams， and part1y interbedded with a 

few marine sediments. The group is divided into four formations，--

the Rushin， Yubetsu， Shitakara and Shakubetsu in ascending order. 

Rushin formation: This formation consists mainly of conglomerate 

intercalated with a few thin sandstone and siltstone strata; it is from 

250 to 350 meters thick. The formation intercalates coal seams in its 

lower part at places， where it is divided into two members; the lower 

is the Ichigozawa coal-bearing， the upper is the Rushin conglomerate. 

The Ichigozawa coal-bearing may perhaps correspond to the Harutori 

formation in the eastern area of the Kushiro coal field. 

Yubetsu formation: This formation is the most important coal-

bearing one; its thickness decreases from east 110 to west 20 meters. 

It consists mainly of siltstone and sandstone， intercalating with conglo-

merate， tuffite， and several coal seams. The formation is characterized 

by containing many plant fossils in every horizon， and also Corbicula 

sp. in its upper part. 

Shitakara formation: The formation is made up of brackish or 

marine deposits which consist mainly of sandstone and conglomerate， 



50 

partially interbedded with siltstone strata; it varies from 80 to 130 

meters in thickness. It may possibly be divided into three members 

in the eastern area， but it is di伍cuJtto make any division in the 

western. area. The lower member contains marked oyster shel1 bands 

which are traceable as local key beds while the middle member contains 

fossils of marine molluscs such as Nemocardium， Chlamys and others. 

Shakubetsu formation: This formation is the uppermost of the 

Urahoro group; it consists mainly of alternations of sandstone and 

mudstone， in which sandstone is predominant， intercalating with con-

glomerate frequently. 

Thickness of the formation ranges from 30 to 50 meters in eastern 

part， thinning gradually to the westward. 

Many coal seams are interbedded in the formation， but they are 

variable in thickness in the strike-side， and inferior in quality. 

S 2) Ombetsu group 
The group is marine deposit consisting almost entirely of siJtstone; 

it overlies the Urahoro group with unconformity. 1t yields abundant 

marine mo!luscan fossils such as Portlandia， Venericardia， Clinocardium， 

Nemocardium， PeriPloma， Ancistrolepis， Turritella etc.. 

On the basis of its lithologial feature and its fossil fauna， the Ombe-

tsu group is probably correlated to the “Poronai group" in the Ishikari 

coal field， and is probably late Oligocene in age. The group is divided 

into two formations， the lower is the Charo and the upper is the 

Nuibetsu formation. 

Charo formation: The formation is divided into three members. 

1. Omagari sandstone member: This is the basal part of the 

Charo formation ; it measures from 50 to 150 meters in thickness. It 

consists almost entirely of fine or very fine-grained sandstone， and 

becomes gradually finer to the upper part transforming into siltstone. 

2. Rushingawa agglomerate m巴mber: The member consists of 

andesitic agglomerate， tuffite， andesitic lava， sandstone and conglomerate， 

intercalating siltston巴 stratawhich resemble in appearance the principal 
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component of the Charo member. Thickness varies from 20 to 70 

meters. 

3. Charo siltstone member : The member is compos巴dprincipally 

of dark gray to gray siltstone， partially interbedded with thin sandstone 

strata. It includes many calcareous nodules， the so-called“Gennoishi" 

(meaning hammerせlapedstone， probably a kind 01 concretion) and 

mud-pipes. The thicknes3 of this member varies from 200 to 450 

meters. 

Nuibetsu formation: ]t consists of dark gray to bluish gray 

siltstone， interbedded with many brackish sandstone strata. The 

thickness is about 350 meters. The lithology and fossil faunas of the 

Charo and Nuibetsu formations are simillar to each other， but the Jatter 

differs from the former by the intercalation of many tufaceous brackish 

sandstone strara. 

S 3) Ikuchise group 
The group overlies the Palaeogene and Cretaceous， and is covered 

by Pliocene sediments with c1ino-unconformity. The group is composed 

of marine sediments mainly in the form of hard shale， tufaceous 

sanstone， and conglomerate. It is divided into three formations，一一一the

Chokubetsu， Ikuchise and Tofutsu formations in ascending order. The 

group is iate Miocene in age. 

Chokubetsu formation : The formation consists of hard platy shale， 

tufaceous sandstone and siltstone， tu伍teand tu任-breccia. The lithologi-

cal feature changes in strike side. The thickness varies from 450 to 

600 meters. 

The formation contains many marine fossi13 such as Patinopecten 

yessoensis， Venericardia ezoensis， Thyasira bisecfa， Jj今a cuneiformis， 

Glycymeris sp. etc.. 

Ikuchise formation : This formation consists mainly of alternations 

of sandstone and siltstone， intercaJating tuff and conglomerate. The 

thickness varies from 400 to 600 meters. The siltstone contains marine 

molluscs such as Portlandia jゆonica，P. thraciaeformis， Nuculana etc.， 
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foraminiferas and algae. 

Tofutsu formation: The formation consists mainly of tufaceous 

siltstone and sandstone， intercalating thin tu伍te and conglomerate 

strata. The thickness is over 300 meters. The tufaceous siltstone 

contains marine molluscs sllch as Acila， Portlandia， Macoma and others. 

~ 4) Todai group: The group overlies the Ikuchise group and is 

covered by Pleistocene sediments with c1ino-unconformity. 

It consists mainly of lacustrine and brackish sediments， partly of 

marine sediments. 

The group is divided into two fonnations: the Setarai is the lower， 

the Kenebetsu is the upper. 

Setarai formation : This formation consists mainly of conglomerate， 

tu伍te，tufaceous sandstone， intercating thin lignite in its lower part. 

The thickness is about 250 meters. 

The basal sandstone and conglomerate contain fossil marine molluscs 

such as Fortitecten takahashii， Clinocardium， Natica， 11今a，Echinarachnius 

etc.. 

Kenebetsu formation: The formation consists of alternations of 

mudstone and sandstone， interbedded with many layers of lignite and 

tuffite. The thickness is oyer 200 meters. A part of the formation 

intercalates marine strara， which contain fossil molluscs such as Macoma， 

Mya and others. Corbiculids are found in the lignite-bearing strata 

in the western part of the area. The lignite contains fossil seeds of 

Menianthes and other plants， pollen-grains and stems. 

3. Quaternary 

The Pleistocene sediments are distributed either along the main 

rivers， the lower (younger) terrace， or on the western hilly land forming 

the f1at plain， the higher Colder) terrace. 

The higher terrace is from 80 to 120 meters high， and the lower 

is from 20 to 80 meters high; their deposits consist of c1ay， sand and 

gravel. 

The alluvial deposits along the rivers consist mainly of c1ay， sand 
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and graγeI 

4. GeologicaI Structure 

From the structural characters， the sheet.map area is to be divided 

into two parts. 

The strl:lcture of the eastern portion 1S rather complicated and 

foldings in this portion show steep dip on the western wing and gentle 

dip on the eastern wing. The structure of the western portion is rather 

simple showing gentle undulations. 

Further these two portions of the sheet.map area are divided 

respectively into three districts: 

1) Urahoro anticlinal district ) 

2) Katsuhira half dome district I eastern area 

3) Tokomuro dome district ) 

4) Tofutsu waving-structure district~ 

5) Kenebetsu anticlinal district ~ western area 

6) Todai waving-structure district J 

Many faults are classified into two types，一一-strikefault parallel to 

the folding axes and cross-faults perpendicular to the axes. 

The former are often quite large in displacements and control the 

structure， while the latter are smaller in displacement. 

ECONOMIC GEOLOGY 

1. Coal 

Coal is the most important mineral resource in this sheet map area. 

The Yubetsu formation contains 1-3 workable coaI seams through the 

area. 

Workable coal seams are also intercalated locally in the Rushin and 

Shakubetsu formations. 

This area is on the western edge of the Kushiro coal field， and is 

one of the most promising place for exploitation. 

2. Lignite 

SeveraI workable lignite seams are intercalated in the Neogene 
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formations in the western portion of the area. They are expected to 

be suitable for development as useful resouces. 

3. Petroleum 

The Cretaceous sediments are expected to prove to be probable 

oil-bearing rocks; some slight oil seepages have been found in the 

Urahoro district. 
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